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資
料
こ
う
し
て
寺
宝
は
つ
く
ら
れ
る
―
―
小
松
島
・
地
蔵
寺
の
一
巻
の
巻
物
か
ら
―
―
九
九
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慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
正
月
二
十
七
日
、
孝
明
天
皇
の
葬
礼
が
行
わ
れ
た
。
京
都
御
所
の
蛤
御
門
を
出
て
、
三
条
通
り
、
五
条
橋
を
経
て
、
図
の
右
上
に
描
か
れ
る
泉
涌
寺
に
向
か
っ
た
長
い
行
列
が
描
か
れ
て
い
る
。
幕
府
に
と
っ
て
厳
し
い
情
勢
下
、
天
皇
の
死
は
倒
幕
へ
の
動
き
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
図
は
孝
明
天
皇
の
葬
礼
の
行
列
を
描
い
た
図
で
あ
り
、
版
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
関
心
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
図
の
主
人
公
で
あ
る
孝
明
天
皇
（
一
八
三
一
―
一
八
六
六
）
は
、
仁
孝
天
皇
の
第
四
皇
子
で
、
江
戸
時
代
最
後
の
天
皇
で
あ
る
。
在
位
は
幕
末
の
激
動
期
に
あ
た
り
、
従
来
政
治
の
圏
外
に
あ
っ
た
朝
廷
は
政
治
に
強
く
関
与
し
、
天
皇
は
多
難
な
国
事
に
あ
た
っ
た
。
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
六
月
の
ア
メ
リ
カ
艦
隊
の
浦
賀
来
航
に
は
じ
ま
り
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
正
月
の
日
米
修
好
通
商
条
約
の
勅
許
奏
請
、
同
年
六
月
の
幕
府
に
よ
る
強
引
な
調
印
、
将
軍
継
嗣
問
題
、
桜
田
門
外
の
変
に
よ
る
大
老
井
伊
直
弼
の
横
死
、
公
武
合
体
、
和
宮
降
嫁
、
倒
幕
派
の
台
頭
、
禁
門
の
変
、
長
州
征
伐
と
そ
の
失
敗
、
倒
幕
へ
の
急
速
な
傾
斜
と
め
ま
ぐ
る
し
い
政
治
動
向
の
な
か
公
武
合
体
、
鎖
国
攘
夷
の
立
場
を
崩
さ
な
か
っ
た
天
皇
は
心
痛
が
つ
の
る
な
か
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
十
二
月
、
突
如
、
疱
瘡
に
よ
り
三
十
六
歳
で
死
去
し
た
。
京
都
泉
涌
寺
で
葬
礼
を
執
り
行
っ
た
最
後
の
天
皇
で
も
あ
っ
た
。陵
は
後
月
輪
東
山
陵
と
称
し
、泉
涌
寺
の
後
山
に
あ（
2
）
る
。
「
孝
明
天
皇
御
出
棺
行
列
図
」
は
、
先
述
の
よ
う
に
版
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
複
数
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
来
な
ら
「
寺
宝
」
に
な
り
得
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
立
派
な
巻
子
に
仕
立
て
ら
れ
、
地
蔵
寺
の
「
た
か
ら
も
の
」
と
し
て
大
切
に
伝
来
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
重
要
な
の
が
前
半
部
分
の
「
由
来
」
の
部
分
で
あ
る
。
そ
の
全
文
を
以
下
に
掲
げ
る
。
抑
此
巻
物
ハ
去
慶
応
三
丁
卯
年
鷹
司
権
大
納
言
様
御
簾
中
常
君
様
御
本
藩
ヨ
リ
御
入
輿
ヨ
リ
権
大
納
言
様
従
禁
廷
御
拝
領
之
、
重
陽
御
祝
儀
御
造
リ
物
ヲ
以
テ
當
浦
字
向
地
駒
女
ヘ
賜
ハ
ン
ト
思
食
シ
、
御
本
藩
東
御
殿
春
光
院
様
江
御
贈
リ
被
遊
、
同
御
殿
御
年
寄
繁
山
公
御
取
次
ニ
テ
駒
女
賜
フ
、
同
年
十
二
月
天
皇
御
崩
御
奉
号
孝
明
天
皇
右
御
葬
禮
之
御
繪
圖
竝
ニ
権
大
納
言
様
御
法
名
是
亦
常
君
様
ヨ
リ
春
光
院
へ
御
贈
リ
被
遊
、
繁
山
公
御
取
次
ニ
テ
駒
女
ヘ
賜
フ
、
駒
女
賤
之
一
女
ニ
シ
テ
如
是
貴
重
之
恩
賜
両
回
ニ
及
フ
事
実
ニ
倍
受
佛
法
之
威
徳
ナ
リ
、
感
賞
ス
ル
ニ
猶
餘
リ
ア
リ
、
雖
然
駒
女
之
陋
屋
ニ
置
キ
奉
ル
事
恐
レ
多
シ
ト
テ
、
當
山
へ
奉
納
シ
、
永
ク
當
山
ノ
霊
寶
ト
ナ
レ
リ
、
後
来
軽
忽
之
擧
ニ
至
ラ
ン
事
ヲ
恐
ル
、
同
テ
其
縁
由
ヲ
畧
記
ス
ト
云
爾
、
國
傳
山
寶
珠
院
地
蔵
寺
代
二
十
一
世
明
治
三
庚
午
歳
七
月
朔
日
宥
寶
謹
識
巻
物
の
由
来
に
つ
い
て
、
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
七
月
朔
日
に
國
伝
山
寶
珠
院
地
蔵
寺
第
二
十
一
世
住
持
宥
寶
が
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
巻
物
は
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
鷹
司
権
大
納
言
輔
政
、
輔
政
の
「
御
簾
中
」、
す
な
わ
ち
室
常
君
（
徳
島
藩
か
ら
輿
入
れ
し
た
）
か
ら
、
輔
政
が
朝
廷
か
ら
拝
領
し
た
重
陽
の
御
祝
儀
の
造
り
物
を
小
松
島
浦
向
地
の
駒
女
に
下
賜
し
よ
う
と
考
え
、
徳
島
藩
の
「
東
御
殿
春
光
院
様
」、
す
な
わ
ち
常
君
の
父
蜂
須
賀
隆
芳
に
贈
り
、
そ
こ
か
ら
同
御
殿
に
仕
え
る
御
年
寄
繁
山
公
か
ら
駒
女
が
賜
っ
た
。
同
年
十
二
月
に
「
天
皇
御
崩
御
（
奉
号
孝
明
天
皇
）
右
御
葬
禮
之
御
繪
圖
」、
す
な
わ
ち
「
孝
明
天
皇
御
出
棺
行
列
図
」
と
「
権
大
納
言
様
御
法
名
」
を
常
君
か
ら
隆
芳
に
贈
り
、
年
寄
繁
山
を
取
次
に
し
て
駒
女
へ
贈
っ
た
。
駒
女
は
身
分
が
低
い
女
で
あ
る
が
、
貴
重
な
恩
を
二
回
も
賜
っ
た
の
は
仏
法
の
感
徳
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
駒
女
の
家
に
置
い
て
お
く
の
は
恐
れ
多
い
こ
と
な
の
で
地
蔵
寺
に
奉
納
し
、
長
く
同
寺
の
霊
宝
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
後
々
忘
れ
ら
れ
て
軽
く
扱
わ
れ
る
こ
と
恐
れ
て
由
緒
を
略
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
寺
宝
は
つ
く
ら
れ
る
―
―
小
松
島
・
地
蔵
寺
の
一
巻
の
巻
物
か
ら
―
―
一
〇
〇
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鷹
司
権
大
納
言
は
鷹
司
輔
政（
一
八
四
九
－
一
八
六
七
）の
こ
と
で
、
輔
煕
の
長
男
、
十
六
歳
で
国
事
御
用
掛
に
任
じ
ら
れ
、
権
大
納
言
に
昇
っ
て
い
る
。
禁
門
の
変
の
後
、
長
州
藩
加
担
の
疑
い
を
受
け
免
職
さ
れ
る
が
、
後
に
謹
慎
を
解
か
れ
、
山
陵
使
長
官
に
任
命
さ
れ
た
。
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
十
九
歳
で
病
死
し
た
。
「
御
簾
中
常
君
様
」
は
嘉
永
三
年
七
月
十
八
日
に
生
ま
れ
、
慶
応
元
年
十
二
月
二
十
日
病
死
し
た
尋
、
ツ
ネ
の
こ
と
で
、
蜂
須
賀
久
之
丞
隆
芳
の
女
で
あ
る
。
十
三
代
藩
主
斉
裕
の
養
女
と
な
り
、
鷹
司
大
納
言
輔
政
に
嫁
し
た
。
鷹
司
政
通
の
女
標
子（
ヒ
デ
コ
）
は
斉
裕
の
室
、
斉
昌
の
継
室
季
（
ス
エ
）
は
鷹
司
政
煕
の
女
、
重
喜
次
女
載
（
ツ
グ
）
は
鷹
司
政
煕
の
室
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
蜂
須
賀
家
と
鷹
司
家
と
は
重
縁
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
當
浦
字
向
地
」
は
小
松
島
浦
の
小
字
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
「
駒
女
」
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
常
君
と
何
ら
か
の
関
係
を
有
す
る
女
性
と
思
わ
れ
る
。「
東
御
殿
春
光
院
様
」
は
公
族
蜂
須
賀
隆
芳
（
尋
の
父
）
と
推
定
さ
れ
、
東
御
殿
は
隆
芳
の
住
居
の
呼
称
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
地
は
、
後
に
関
寛
斎
の
住
居
と
な
り
、
現
在
の
城
東
高
校
の
敷
地
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。
以
上
、
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、「
孝
明
天
皇
御
出
棺
行
列
図
」
と
い
う
一
枚
の
複
数
あ
る
安
価
な
印
刷
物
が
、
国
主
蜂
須
賀
家
と
そ
れ
と
血
縁
関
係
に
あ
る
鷹
司
家
を
め
ぐ
る
由
緒
が
重
要
視
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
蔵
寺
の
「
た
か
ら
も
の
」
と
し
て
認
識
さ
れ
、
後
世
に
大
切
に
伝
え
ら
れ
る
べ
き
「
霊
宝
」
と
し
て
、「
寺
宝
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
お
わ
り
に
国
宝
や
重
要
文
化
財
ば
か
り
が
「
寺
宝
」
や
「
た
か
ら
も
の
」
で
は
な
い
。
一
枚
の
刷
り
物
で
あ
っ
て
も
「
た
か
ら
も
の
」
と
認
識
す
れ
ば
、
そ
れ
は
立
派
な
「
寺
宝
」
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
今
回
紹
介
し
た
「
孝
明
天
皇
御
出
棺
行
列
図
」
は
徳
島
藩
主
と
の
関
係
が
重
視
さ
れ
、
地
蔵
寺
に
と
っ
て
寺
の
「
た
か
ら
も
の
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
寺
宝
と
な
っ
て
、
現
在
に
至
る
ま
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
で
寺
宝
を
見
つ
め
直
し
て
み
る
と
、
新
た
な
発
見
が
な
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。
﹇
註
﹈
（
1
）「
孝
明
天
皇
御
出
棺
行
列
図
」
二
〇
一
三
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
特
別
展
『
八
重
の
桜
』
図
録
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
二
〇
一
三
年
三
月
）
五
五
頁
・
№
41
（
齋
藤
慎
一
氏
解
説
）。
（
2
）
武
部
敏
夫
氏
執
筆
「
孝
明
天
皇
」『
国
史
大
辞
典
』
五
巻
吉
川
弘
文
館
一
九
八
五
年
二
月
﹇
付
記
﹈
本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
、
所
蔵
者
で
あ
る
地
蔵
寺
御
住
職
服
部
宏
昭
様
に
は
御
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
（
文
学
部
日
本
文
学
科
日
本
文
化
史
研
究
室
）
こ
う
し
て
寺
宝
は
つ
く
ら
れ
る
―
―
小
松
島
・
地
蔵
寺
の
一
巻
の
巻
物
か
ら
―
―
一
〇
一
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こ
う
し
て
寺
宝
は
つ
く
ら
れ
る
―
―
小
松
島
・
地
蔵
寺
の
一
巻
の
巻
物
か
ら
―
―
一
〇
二
Ｓｅｒｖｅｒ／磯／ＯＴＦ　四国大学紀要　Ａ４０号　Ｂ３７号／ＯＴＦ　Ａ４０号　縦／１０　須藤茂樹　　　　ｐ０９９－１０２
